
 

学校研究 

１ 研究の概要 

（１） 研究主題 

   

 

 

（２） 研究仮説 

 

 

 

（３） めざす児童の姿 

 

 

 

２ 研究の内容 

 

  

児童が教科の見方・考え方を働かせ，情報活用能力（適切にまとめる・伝える力）を身につければ，児童

の学力が向上するであろう。 

① 伝える相手と目的を明確にもち，課題を解決するために情報を集める児童 

② 集めた情報を生かし，相手に分かりやすく適切にまとめる児童 

③ まとめた情報を生かし，相手に分かりやすく適切に伝える児童 
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情報活用能力 

集：情報を整理する 

ま：分かりやすく・伝わりやすくまとめる 

伝：分かりやすく伝える 

教科の見方・考え方を働かせるための 

★単元計画 

（単元のゴール・目的・相手） 

★授業 

（発問・問い返し・ゆさぶり） 

 ★ルーブリック評価（学習到達度評価） 

（見取り・価値づけ） 

   

教科の見方・考え方を 
働かせて 
適切に表現する力 
 

教科の見方・考え方 

集めた情報を適切にまとめ，伝える力の育成 

        ～教科等の見方・考え方を働かせる授業を通して～ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

邑知 Coilの確認 

①邑知 Coilの確認 

②邑知 Coilの変換  

…情報教育担当 

③  〃  の集約     

…学習部で 

 

7step 

Nextシート(情報活用能力) 

邑知 coil 

・ 授業づくりの 

「スタンダード」 

・ プレート活用 

・ ふり返りまでのある授

業を設計する。 

・ 単元構成によって，ダイ

ナミックな展開もよい。 

Subject eye（教科の見方・考え方） 

ふり返りの視点 

できわか 

 

これから 

友達と比べた気付き・変容 ＋ どう使う 

 

・ 単元の学習に必要な「教科の見方・考え方」を明

確にし，児童と共有する。 



 

３ 評価・検証方法 

（１） ルーブリック評価規準（学習到達度評価） 

 邑知小版ルーブリック評価の作成 

（２） 学力調査等を活用した検証 

① 前期（７月）・後期（１２月） 

 各種学力調査問題等  ※紙か Google classroomのクラス→課題の提出→課題の添付→採点 

 児童アンケート    ※Googleフォームで質問項目を作成 

→Googleスプレッドシートで集計・分析・グラフの自動作成 

② 短期（１２～１月） 

 県評価問題      ※既存の「まな bank」を活用する 

 羽咋市学力調査 

➢ 国語 「情報」（※）に関する設問       学習指導要領「情報」「情報と情報の関係」 

➢ 算数 「テータの活用」（※）に関する設問   学習指導要領「D データの活用」 


